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令
和
４
年
９
月
４
日（
日
）大
阪
府
立

消
防
学
校
に
お
い
て
、
第
66
回
大
阪
府

消
防
大
会
が
催
さ
れ
、
八
尾
市
消
防
団

南
西
方
面
隊
が
中
河
内
地
区
支
部
代
表

と
し
て
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

５
名
の
選
手
は
大
会
に
向
け
３
月
か

ら
体
力
作
り
を
始
め
、
４
月
に
は
大
正

分
団
で
の
自
主
訓
練
、
５
月
か
ら
は
消

防
本
部
職
員
の
指
導
員
の
皆
様
、
志
紀

分
団
の
団
員
の
方
と
共
に
大
会
で
の
活

躍
を
目
指
し
て
、
半
年
間
の
長
き
に
渡

り
訓
練
を
積
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

選
手
達
を
は
じ
め
、
消
防
本
部
の
指

導
員
・
南
西
方
面
隊
が
一
丸
と
な
り
大

会
に
臨
み
ま
し
た
が
、
入
賞
は
逃
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
結
果
は
残
念
で
し
た

が
、
南
西
方
面
隊
が
一
丸
と
な
り
訓
練

を
積
み
上
げ
た
時
間
は
、
今
後
の
消
防

団
活
動
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
も
の

を
学
び
得
る
時
間
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

選
手
の
皆
様
、本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

様
々
な
制
限
が
あ
る
中
、
松
村
団
長
を

は
じ
め
各
方
面
隊
・
各
分
団
・
消
防
本

部
職
員
の
皆
様
、
OB
の
団
員
の
方
々
か

ら
長
き
に
渡
り
、
沢
山
の
声
援
を
頂
き

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　

◆（
大
正
分
団　

今
仲　

幹
夫
）

第66回大阪府消防大会第66回大阪府消防大会
大
阪
府
消
防
大
会

大
阪
府
消
防
大
会

　

小
型
ポ
ン
プ
の
操
法
の
部　

出
場

　

小
型
ポ
ン
プ
の
操
法
の
部　

出
場
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消
防
団
員
任
命
式

南
田
　
誠
（
西
郡
）

川
田
　
英
吾
（
西
郡
）

飲
食
店

ゴ
ル
フ

地
域
防
災
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
、
頑
張
り
ま
す
。

訓
練

さ
せ
て

貢
献

指
導

上
田
　
和
佳
（
高
安
）

小
西
　
慶
尚
（
高
安
）

田
中
　
藤
郎
（
高
安
）

小
川
　
充
津
始
（
高
安
）

森
　
務
（
山
本
）

大
橋
　
考
郁
（
山
本
）

長
野
　
昌
彦
（
山
本
）

中
谷
　
考
宏
（
山
本
）

竹
下
　
春
光
（
志
紀
）

杉
原
　
千
鶴
（
女
性
）

横
田
　
信
二
（
久
宝
寺
）

岡
田
　
素
之
（
久
宝
寺
）

堀
西
　
康
志
（
龍
華
）

大
内
　
一
宏
（
龍
華
）

佐
々
木
　
祐
介
（
龍
華
）

長
井
　
晋
（
大
正
）

岩
元
　
雄
亮
（
曙
川
）

山
下
　
太
地
（
曙
川
）

西
尾
　
大
樹
（
南
高
安
）

黒
岡
　
祐
哉
（
南
高
安
）

中
井
　
貴
夫
（
西
郡
）
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川
﨑
　
正
人
（
南
高
安
）

森
田
　
聡
秀
（
南
高
安
）

本
間
　
勇
地
（
高
安
）

池
上
　
誉
秋
（
山
本
）

北
峯
　
和
之
（
山
本
）

林
　
直
人
（
山
本
）

小
角
　
祐
貴
（
志
紀
）

山
口
　
雄
大
（
志
紀
）

谷
口
　
賢
一
（
志
紀
）

川
口
　
敬
子
（
女
性
）

田
中
　
光
（
久
宝
寺
）

吉
田
　
弘
樹
（
久
宝
寺
）

有
田
　
真
隆
（
西
郡
）

杉
原
　
竜
也
（
西
郡
）

石
田
　
幸
司
（
大
正
）

清
水
　
隆
裕
（
大
正
）

森
　
弘
樹
（
曙
川
）

羽
柴
　
祐
希
（
山
本
）

井
上
　
純
也
（
志
紀
）

山
本
　
愛
花
（
女
性
）

消
防
団
現
場
活
動
用
防
火
衣

宝
く
じ
普
及
広
報
事

業
の
一
環
と
し
て

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

助
成
金
に
よ
り

消
防

団
現
場
活
動
用
防
火
衣

一
式
を
新
た
に
９
着
配

備
し
ま
し
た

 
【目標金額】 1,000万円 

【募集期間】 令和４年 11月 30日まで 

【寄附金の使い道】 配備から 20 年以上経過した 15ｍ級は

しご車を最新鋭の屈折放水塔付多機能消防ポンプ自動車

へ、また災害対応特殊救急自動車を新しくし、緊急消防援

助隊に登録する予定です。 

【お申込み方法等詳細】          

ＱＲコード又はＨＰを確認ください。  
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令
和
４
年
４
月
23
日（
土
）福
万
寺

水
防
倉
庫
に
お
い
て
、
恩
智
川
水
防
訓

練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
水
防
訓

練
は
、
大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
す
が
、

昨
今
の
コ
ロ
ナ
事
情
に
よ
り
南
高
安
・

曙
川
の
２
分
団
の
み
の
参
加
と
な
り
ま

し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
杭
打
ち
土
の
う
工
を

行
い
ま
し
た
。
以
前
は
土
に
穴
を
あ
け

て
打
ち
ま
し
た
が
、
近
年
で
は
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
面
が
ほ
と
ん
ど
と
な
り
、
そ
う

い
っ
た
路
面
に
穴
を
あ
け
る
際
の
電
動

工
具
を
用
い
る
の
と
、
手
作
業
で
穴
を

あ
け
る
方
法
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

近
年
は
、
温
暖
化
に
よ
り
気
候
変
動

が
生
じ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
梅
雨
が
明
け
た
後
も
雨
が
多
く
、

記
録
的
な
豪
雨
・
線
状
降
水
帯
発
生
な

ど
大
雨
に
よ
る
災
害
に
厳
重
に
警
戒
す

る
よ
う
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
見
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
起
こ
り
う
る
か
わ
か
ら
な
い
災

害
に
対
し
て
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を

も
っ
て
災
害
に
備
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　
　

◆
（
曙
川
分
団　

齋
藤　

勝
義
）

　

令
和
４
年
５
月
29
日（
日
）６
月
26

日（
日
）の
２
日
間
、
大
阪
府
立
消
防
学

校
に
お
い
て
基
礎
教
育
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
た
に
泥
歩
行

訓
練
が
導
入
さ
れ
、
水
害
時
の
活
動
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
泥
の
中
を
歩
く

だ
け
で
体
力
も
奪
わ
れ
、
活
動
の
障
害

に
な
る
の
だ
と
実
感
で
き
る
貴
重
な
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
基
礎
教
育
で
学
ん
だ
こ
と
を

反
復
し
て
訓
練
を
行
い
、
立
派
な
消
防

団
員
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

◆（
西
郡
分
団　

杉
原　

竜
也
）

　

令
和
４
年
６
月
５
日（
日
）美
園
小
学

校
に
て
、
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
担
当
消
防
署
の
栄
町
出
張
所

と
久
宝
寺
分
団
、
地
域
の
自
治
会
の

方
々
の
参
加
に
よ
り
、
実
演
や
消
防
活

動
の
説
明
を
行
い
、
訓
練
を
頑
張
っ
て

い
る
子
供
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
水
を
使
っ
た
消
火
器

で
の
水
消
火
器
訓
練
、
玉
入
れ
の
玉
を

水
に
見
立
て
て
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
で
の

消
火
訓
練
で
の
競
争
、
子
供
た
ち
も
恥

か
し
な
が
ら
も
、
声
を
出
し
て
く
れ
て
、

楽
し
く
参
加
し
て
い
る
様
子
も
伺
え
、

と
て
も
良
い
訓
練
で
し
た
。

　

久
宝
寺
消
防
団
の
団
員
一
人
一
人
が

消
火
器
の
使
い
方
な
ど
、
子
供
た
ち
の

前
で
説
明
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
団

員
み
ん
な
が
指
導
す
る
事
が
出
来
た
の

で
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
自
治
会
の
方
も
、
防
災
の
説
明

や
水
消
火
器
の
説
明
を
し
て
頂
き
、
子

供
た
ち
に
は
楽
し
い
体
験
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

プ
ー
ル
の
水
を
使
用
し
た
可
搬
ポ
ン

プ
で
の
放
水
訓
練
で
は
、
自
治
会
の
方

達
に
実
際
に
放
水
を
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
放
水
訓
練
で
は
、
水
圧
の
強

さ
、
補
助
者
の
重
要
さ
、
手
信
号
の
大

切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
訓
練
で
し

恩
智
川
水
防
訓
練

恩
智
川
水
防
訓
練

基
礎
教
育
訓
練
（
Ａ

基
礎
教
育
訓
練
（
Ａ･･

Ｂ
課
程
）

Ｂ
課
程
）

美
園
地
区
防
災
訓
練

美
園
地
区
防
災
訓
練
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ま
た
、
消
火
器
の
細
か
な
取
り
扱
い

方
法
や
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
の
迅
速
な
リ

レ
ー
方
法
も
教
わ
る
こ
と
が
で
き
有
事

に
備
え
る
た
め
の
貴
重
な
経
験
と
な
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
署
員
の
方
に
も
、
災
害
に
対

す
る
備
え
の
重
要
さ
や
第
一
に
身
の
安

全
確
保
と
い
っ
た
お
話
を
頂
き
、
消
防

団
と
し
て
も
率
先
し
て
災
害
な
ど
の
有

事
に
備
え
る
事
の
必
要
性
を
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
消
防
団
員
と
し
て
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆（
高
安
分
団　

上
田　

聡
）

た
。

　

今
回
の
訓
練
も
安
全
に
十
分
配
慮
し
、

消
防
団
に
よ
る
説
明
も
し
っ
か
り
行
え
、

た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

八
尾
市
消
防
団
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
た
と

思
い
ま
す
。

　

近
年
、
様
々
な
災
害
が
発
生
し
て
い

て
、
防
災
へ
の
意
識
を
身
近
な
問
題
と

し
て
訓
練
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
消
防
団
の
一
団
員
と
し
て
防

災
に
対
し
て
の
ス
キ
ル
も
磨
い
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

◆（
久
宝
寺
分
団　

佐
野　

吉
宏
）

　

令
和
４
年
６
月
５
日（
日
）用
和
小
学

校
に
て
、
約
２
年
ぶ
り
の
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
者
の
数
も
減
少
傾
向
で
あ
り
、

外
出
自
粛
も
解
除
さ
れ
た
せ
い
か
、
多

数
の
参
加
者
に
驚
き
ま
し
た
。
な
に
よ

り
も
驚
い
た
の
は
、
参
加
者
の
方
々
の

熱
心
さ
で
し
た
。
ど
の
ブ
ー
ス
に
お
い

て
も
皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
訓
練
に
励
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
経
済
法
科
大
学
の
学
生

消
防
隊SA

FETY

の
方
々
に
も
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
順
調

に
訓
練
が
進
行
で
き
、
無
事
に
訓
練
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
経
験
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
防

災
意
識
を
よ
り
高
め
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。
そ
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
が
終
息
し
、
今
後
も
多
く

の
市
民
の
方
々
と
共
に
防
災
訓
練
等
を

行
い
、
防
火
・
防
災
の
意
識
が
向
上
で

き
る
日
々
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆（
八
尾
分
団　

梅
本　

司
）

　

令
和
４
年
6
月
26
日（
日
）午
前

10
時
よ
り
、
山
畑
地
区
会
館
に
て
自
主
防

災
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
地
域
の
方
に
ご
参
加
頂
き
、

訓
練
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

大
阪
経
済
法
科
大
学
の
学
生
消
防

隊SAFETY

も
指
導
者
と
な
り
、
子
ど
も

も
含
め
地
域
の
方
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体

外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱
い
や
消
火

の
訓
練
を
体
験
い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
普
段
手
に
す
る
機
会
も
少

な
く
、
実
際
に
触
れ
て
み
て
扱
い
や
す

さ
を
実
感
す
る
こ
と
も
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

用
和
地
区
防
災
訓
練

用
和
地
区
防
災
訓
練

高
安
・
山
畑
地
区
防
災
訓
練

高
安
・
山
畑
地
区
防
災
訓
練
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令
和
４
年
７
月
31
日（
日
）恩
智
会

館
に
て
、
普
通
救
命
講
習
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

総
員
50
人
余
り
で
講
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

３
時
間
の
講
習
で
、
前
半
の
１
時
間

半
は
、
映
像
を
用
い
て
救
急
隊
員
さ
ん

の
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
隊

員
さ
ん
の
講
義
は
、
わ
か
り
や
す
く
時

に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
講
義
で
し
た
の

で
、
時
間
が
た
つ
の
が
早
い
様
に
感
じ

ま
し
た
。

　

後
半
の
講
習
で
は
、
４
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
わ
か
れ
、
訓
練
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
人

形
を
用
い
た
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隊
員
さ
ん
の
見
本
演
習
後
に
、
団
員

も
３
人
１
組
で
順
番
に
実
技
を
行
い
、

胸
骨
圧
迫
を
行
う
際
に
、
歌
手
の
プ
リ

ン
セ
ス
プ
リ
ン
セ
ス
の
楽
曲
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
圧
迫
を
行

う
な
ど
緊
張
感
を
持
ち
つ
つ
楽
し
く
講

習
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
、
１
番
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
、
胸
骨
圧
迫
の
重
要
性
と
圧

迫
を
行
う
際
に
「
強
く
深
く
絶
え
間
な

く
」
続
け
る
重
要
性
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
消
防
団
員
と
し
て
、

臨
機
応
変
に
対
応
で
き
る
よ
う
自
己
研

鑽
に
励
み
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

◆（
南
高
安
分
団　

堀
内　

英
樹
）

　

令
和
４
年
７
月
31
日（
日
）に
大
阪
府

中
部
広
域
防
災
拠
点
に
於
い
て
、
大
阪

府
消
防
協
会
中
河
内
地
区
支
部
消
防
総

合
訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
八
尾
市
、

東
大
阪
市
、
柏
原
市
の
消
防
団
が
集
ま

り
、
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
な
ど
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

　

 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
を
懸
念
し
、
一
般
客
の
来
場
が
無
く

規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、
東
大
阪
市
消
防
団
が
車
両
を
用

い
て
ポ
ン
プ
車
操
法
で
出
場
し
、
我
が

八
尾
市
消
防
団
は
、
南
西
方
面
隊
が
小

型
ポ
ン
プ
を
用
い
て
小
型
ポ
ン
プ
操
法

訓
練
で
出
場
を
致
し
ま
し
た
。

　

雨
の
中
、
暑
さ
の
中
、
既
定
の
訓
練

に
加
え
、
自
主
練
習
に
も
一
致
団
結
し

励
ん
で
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
夜
間
練
習
と
異
な
り
、
真
夏

の
炎
天
下
で
の
操
法
の
た
め
、
怪
我
や

失
敗
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
の
各
選
手
は
、
日
頃
の

厳
し
い
練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、

素
晴
ら
し
い
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

◆（
志
紀
分
団　

中
野　

宏
志
）

　
　
　

◆（
志
紀
分
団　

竹
田　

哲
郎
）

南
高
安
分
団

南
高
安
分
団  

普
通
救
命
講
習

普
通
救
命
講
習

中
河
内
地
区
支
部
総
合
訓
練

中
河
内
地
区
支
部
総
合
訓
練
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令
和
４
年
８
月
16
日（
火
）ア
リ
オ

八
尾
２
階
の
や
お
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送

㈱
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｍ
放
送
の
情
報
便
り

「
あ
ん
な
と
こ
こ
ん
な
こ
と
」
の
収
録

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
の
訓
練
と
は
違
う
和
や
か

な
雰
囲
気
で
の
活
動
で
し
た
。
年
に
一

度
恒
例
の
活
動
な
の
で
す
が
、
今
年
は

大
学
生
の
新
入
団
員
が
参
加
し
た
事
も

あ
り
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
話
題
も
加
わ
り

ま
し
た
。
最
初
は
皆
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
収
録
担
当
の
方
の
軽
快
な
話
題

提
供
か
ら
、
八
尾
市
消
防
団
と
し
て
伝

え
た
い
事
が
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
き
上
が
り
、

次
第
に
賑
や
か
な
雰
囲
気
に
な
り
、
積

極
的
に
話
せ
ま
し
た
。
団
員
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
盛
り
込
ん
だ
質
疑
応
答
も
あ

り
、
女
性
分
団
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良

い
機
会
に
な
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
防
災
減
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
な
れ
て
い
れ

ば
光
栄
で
す
。

　

こ
ち
ら
の
も
よ
う
は
8
月
19
日

に
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
Ｆ
Ｍ

ち
ゃ
お
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
聴
き
い

た
だ
け
ま
す
。
時
間
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ご

聴
取
く
だ
さ
い
。

　
　
　

◆（
女
性
分
団　

鳥
羽　

由
紀
）

　

令
和
４
年
９
月
６
日（
火
）７
日（
水
）

の
２
日
間
、
門
真
市
に
あ
る
守
口
市
門

真
市
消
防
組
合
消
防
本
部
に
お
い
て
第

２
級
陸
上
特
殊
無
線
講
習
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
習
内
容
は
学
科
の
み
で
、
法
規
と

無
線
工
学
の
２
科
目
が
あ
り
、
法
規
は

ま
だ
あ
る
程
度
理
解
出
来
た
の
で
す
が
、

無
線
工
学
は
か
な
り
難
解
で
し
た
。

し
か
し
、
試
験
は
選
択
肢
か
ら
答
え
る

も
の
だ
っ
た
の
で
な
ん
と
か
解
答
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
に
渡
っ
て
の
講
習
で
、
使
用
に

関
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
な
か
っ
た
で
す
が
、

１
、
必
要
の
な
い
無
線
通
信
は
、
こ
れ

を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

２
、
無
線
通
信
に
使
用
す
る
用
語
は
、

出
来
る
限
り
簡
潔
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３
、
無
線
通
信
を
行
う
と
き
は
自
局
の

識
別
信
号
を
付
し
て
、
そ
の
出
所
を
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
、
無
線
通
信
は
正
確
に
行
う
も
の
と

し
、
通
信
上
の
誤
り
を
知
っ
た
時
は
直

ち
に
訂
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
無
線
通
信
の
原
則
は
覚
え
て
お
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　

◆（
山
本
分
団　

鹿
野　

廣
之
）

　

令
和
４
年
９
月
11
日（
日
）久
宝
寺

緑
地
内
プ
ー
ル
に
お
い
て
、
北
西
方
面

隊
に
よ
る
放
水
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
八
尾
、
西
郡
、
久
宝
寺
、
龍

華
の
４
分
団
が
参
加
し
ま
し
た
。
消
防

車
の
重
量
の
関
係
で
プ
ー
ル
サ
イ
ド
に

停
車
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
で
す

が
、
プ
ー
ル
か
ら
水
を
取
り
、
中
継
地

に
水
を
貯
め
、
そ
こ
か
ら
水
を
取
り
消

防
車
で
放
水
し
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
低
圧
力
と
通
常
の
圧
力

で
放
水
し
、
放
水
の
違
い
を
身
を
も
っ

て
体
験
し
ま
し
た
。

　

炎
天
下
の
中
で
の
訓
練
で
し
た
が
、

参
加
者
全
員
が
真
剣
な
態
度
で
き
び
き

び
と
し
た
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。
今
日

の
訓
練
が
こ
れ
か
ら
の
消
防
活
動
に
役

立
つ
と
思
わ
れ
る
内
容
で
し
た
。

　
　
　

◆（
龍
華
分
団　

堀
西　

康
志
）

Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
収
録

Ｆ
Ｍ
ち
ゃ
お
収
録

第
２
級
陸
上
特
殊
無
線
講
習

第
２
級
陸
上
特
殊
無
線
講
習

放
水
訓
練
～
久
宝
寺
緑
地
～

放
水
訓
練
～
久
宝
寺
緑
地
～
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３
月
か
ら
自
主
練
習
が
始
ま
り
、
５
月

か
ら
防
災
拠
点
で
本
部
訓
練
を
重
ね
、
優
勝

だ
け
を
目
標
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
秒

数
を
縮
め
る
こ
と
が
な
か
な
か
出
来
ず
大

変
苦
し
み
ま
し
た
が
、
事
務
局
の
指
導
者

の
方
々
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
の
お
か
げ
で
当
日
は
今
ま
で
や
っ
て
き

た
こ
と
が
全
て
出
せ
ま
し
た
。
結
果
は
非

常
に
残
念
な
形
と
な
り
ま
し
た
が
、
訓
練

に
参
加
し
た
全
員
が
一
つ
の
目
標
に
向
か

っ
て
一
丸
と
な
り
取
組
め
た
こ
と
は
南
西

方
面
隊
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま

し
た
。

　
こ
の
経
験
を
今
後
の
消
防
活
動
に
活
か

し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
訓
練

の
際
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
の
方
々
、
消
防
本

部
の
指
導
者
の
方
々
、
南
西
方
面
隊
の
方

々
の
指
導
・
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
訓
練
を
進

め
て
行
き
、
大
き
な
怪
我
は
な
く
メ
ン
バ

ー
揃
っ
て
大
会
本
番
に
臨
む
事
が
出
来
ま

し
た
。
本
当
に
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
残
念
な
が
ら
目
標
と
し
て
い
た
結
果
を

獲
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今

回
の
訓
練
を
通
じ
て
非
常
に
沢
山
の
事
を

学
ば
せ
て
頂
き
、
大
会
本
番
で
も
恥
じ
る

こ
と
の
な
い
操
法
を
行
え
た
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
長
期
訓

練
と
い
う
事
で
感
染
症
対
策
に
対
し
て
も

注
視
し
な
い
と
い
け
な
い
中
で
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
の
波
に
飲
ま
れ
る
事
な
く
メ
ン
バ

ー
揃
っ
て
本
番
に
臨
め
た
の
も
感
染
症
対

策
と
訓
練
を
両
立
す
る
為
に
色
々
と
知
恵

を
出
し
進
め
て
頂
い
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

　
今
回
の
訓
練
に
て
獲
た
事
を
今
後
、
後
進

の
育
成
や
八
尾
市
消
防
団
の
発
展
に
役
立

て
て
い
く
事
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
頂
い
た
皆

様
へ
の
恩
返
し
だ
と
思
い
、
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
大
会
出
場
に
あ
た
り
諸
先
輩
方
の
指
導

の
元
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
操
法
技
術

の
向
上
に
努
力
し
、
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
結
果
は
残
念
な
形
に
な
り
ま
し
た
が
、

出
場
を
通
じ
て
改
め
て
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
先
消
防
活
動
要
請
が
来
た
場
合
は
、

日
々
の
訓
練
や
大
会
出
場
の
経
験
を
現
場

で
活
か
せ
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
訓
練
に

精
進
致
し
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
指
導
員
の
皆
様
、

南
西
方
面
隊
の
皆
様
、
サ
ポ
ー
ト
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
振
り
返
れ
ば
、
出
場
選
手
の
選
出
か
ら

自
主
練
で
準
備
を
し
、
５
月
の
連
休
明
け

の
壮
行
会
か
ら
正
式
に
指
導
員
の
も
と
本

部
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。
６
月
に
は
消

防
学
校
で
指
導
会
が
あ
り
、
仲
間
の
操
法

が
悪
く
な
く
少
し
う
れ
し
く
感
じ
た
事
を

思
い
出
し
ま
す
。
そ
し
て
真
夏
に
入

り
、
支
部
総
合
訓
練
、
団
長
激
励
と

昼
間
の
操
法
も
経
験
し
本
番
の
大
阪
府

大
会
。

　
こ
の
間
、
本
当
に
た
く
さ
ん
の
方

に
支
え
ら
れ
、
思
い
出
す
と
感
謝
の

気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
、 

 

歳
の
私
が
補
助
員
と
し
て
出

来
る
事
は
、
選
手
の
心
と
体
の
サ
ポ

ー
ト
で
は
な
い
か
と
考
え
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
の
気
持
ち
は
、
仲

間
と
の
大
会
を
終
え
、
達
成
感
よ
り

少
し
寂
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
貴
重
な
時
間
を
共
有
し
た
素

晴
ら
し
い
仲
間
に
感
謝
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

53

　
３
年
ぶ
り
に
大
阪
府
消
防
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
指
揮
者
と
し
て

３
月
の
自
主
練
習
か
ら
週
３
回
の
訓
練
を

始
め
、
５
月
の
壮
行
会
か
ら
事
務
局
指
導

員
、
南
西
方
面
隊
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

９
月
４
日
の
消
防
大
会
に
向
け
こ
の
半
年

間
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で

選
手
の
家
族
の
皆
様
は
と
て
も
心
配
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
。
訓
練
を
行
う
中
で
最
少

人
数
進
め
て
行
こ
う
と
決
め
、
取
り
組
み

ま
し
た
。

　
大
会
当
日
は
選
手
み
ん
な
が
納
得
の
い

く
操
法
が
出
来
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

訓
練
は
大
変
で
し
た
が
、
私
自
身
は
楽
し

か
っ
た
で
す
。
良
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
団
長
を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
が
激
励

に
何
度
も
来
て
く
だ
さ
り
、
ま
た
指
導
員
の

皆
様
、
志
紀
分
団
・
大
正
分
団
の
皆
様
に
は

長
き
に
渡
り
サ
ポ
ー
ト
頂
き
感
謝
致
し
ま
す
。

第66回大阪府消防大会を終えて第66回大阪府消防大会を終えて


